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図1・1区間の幅3m区切り始め10mのヒストグラム
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図2・1 ドットプロット
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3m"つ 5伽mずつ 7而mずつ 1伽fつ
図5ふ-5 ドツトプロツトと区聞の幅3加m，5伽m，7加m，l伽1 
のグラフ(1組)
これらを比較する中で1組と 2組の記録の散ら
ばりの特徴を比べやすい区間の幅を選び，それぞ
れの特徴を説明する活動を行った。1. 
2組
図6-2
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区間の幅による散らばりの様子の違いを捉え
る児童の反応を，散らばりを捉える見方の指標に
沿って抽出した結果は次の通りである。
中心については r7mの幅では平均のある区間
が多い。jrlOmの幅だと平均のある区聞が多い。J
であった。
広がりついては rlOmの幅だと固まりすぎてい
て散らばっている感じがしない。」であった。
形状については「幅が広くなる程山が細く高く
なり，幅が小さい程山が低く広がる。jr頂上の位
置が違う。jr7mの幅は真ん中が高くて左右対称
性になっている。Jr5mの幅は山の頂上が左の方
にあって，裾が右に伸びている。jr3mの幅は低
くて平らな山が2つある。」であった。
2クラスの散らばりの違いが分かりやすい最適
な区間の幅の選択に関する児童の反応を，散らば
りを捉える見方の指標に沿って抽出した結果は次
の通りである。
中心について表出されなかった。 2クラスとも
に同じ平均値であることが原因と思われる。
広がりについては表出されなかった。その原因
は第1時にドットプロットで2クラスの違いは確
認済みだったからだと思われる。
形状については rlOmの幅だと，真ん中が高く
て左が低くてどちらも同じ形に見える。Jr7mの
幅ではどちらも真ん中が高い。Jr5mの幅だと 1
組は頂上が左の方に寄っていて， 2組は真ん中が
高くて右が崖になっている。Jr3mの幅だと 1組
は平らなところが2つに分かれている。 2組は平
らなところがほとんど。Jであった。
密度については r7mの幅ではどちらも真ん中
に集まっているJr区間の幅が細かいと集まってい
るところが分かりにくい。Jr区間の幅が大ざっぱ
すぎると真ん中に集まり過ぎる。」であった。
児童が2クラスの違いが分かりやすいと判断し
た区間の幅は 5mであった。その根拠は r1組は
頂上が左に寄っていて，そこから遠くに投げられ
る人がだんだんと少なくなっている。 2組は真ん
中が高く右側が崖のようになっていて，遠くに投
げる人が少ない。Jという形状の視点であった。ま
た，比較検討を通して「グラフの形で違いや特徴
が分かりやすいものを選ぶことが大切だと分かつ
た。Jr特徴が分かりにくい区切り方もあることが
分かった。」と形状を拠り所にしながら目的に応じ
た最適な区間の幅を選択するという散らばりを捉
える見方を構成していった。ここでも多くみられ
た散らばりを捉える指標は形状に関するものであ
った。形状から目的に応じた最適な区間の幅を直
観的に判断することが確認された。
6 考寮
小学6年生であっても，区間の幅による散らば
りの様子の違いが度数分布形式のドットグラフの
形状という視覚を頼りに直観的に認識できること
に加え，それらを基に2クラスの遠投力の特徴を
表す最適な区間の幅を判断することができること
が確認できた。これらに強く影響を及ぼす散らば
りを捉える見方は形状であったことから，小学校
第6学年においては直感的に散らばりを捉える指
導が有効であるという示唆が得られた。今後は散
らばりを捉える見方を定量的に捉えるアプローチ
の仕方を構築し，児童の散らばりを捉える見方の
様相を追及していきたい。
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